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【（新）話題のアーティスト紹介 谷辺昌央】  

R.アウセルの演奏に感動してドイツへ留学。私が取り組んでいる「ギター協奏曲」探しの旅？に、ヤナ・

オブロフスカというチェコの作曲家がギター協奏曲を作っているという情報を提供してくれました。オブロ

フスカの旦那さんはギタリストのミラン・ゼレンカだそうです。 

◼ クランジャンスの「最後の日の夜明けに」は、人間的な感情と非人間性をバランスよく全体の緊張感

を維持することで面白い曲になると思います。また、ヒナステラの「ソナタ」はすごく自分の中にあ

る相性と合う曲です。 

◼ 武満徹の「夢の縁へ」というギター協奏曲を演奏した時、響きが美しく、ギターもちゃんと聴こえて、

オーケストラとともに美しい音楽空間を生み出すことを知りました。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：長谷部二郎・知子】 

ギタリストのご夫婦です。プロポーズの話、新婚当時の話等ほのぼのとする話が中心で特に書き残すことは

なさそうです・・・ 

 

【フェルナンド・ソルの生涯 第２５回（最終回）】  

遂に、この企画も最終回を迎えました。途中ぬけているところはありますが、じっくり通して読み返し

てみたいと思いますので、その時にでも要約版を掲載します。 

 

【新 マエストロ養成講座 第１２回】  

今回は、リョーベートの「聖母の御子」を取り上げ解説します。特に、鐘の音を思わせるふくよかな低

音の連打が、中核をなすパーツだ解説します。その意識は、私にはありませんでしたので大いに参考に

したいと思います。 

 

【新連載 ヴィラ・ロボス作品の技巧分析と解釈 第９回 カルレバーロ】  

教則本で知っている「カルレバーロ」のヴィラロボス解釈が掲載されている。今回は、練習曲第２番の

詳細な解説です。カルレバーロによる第 2 番の練習曲の目的の話から始まります。 
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◼ この練習曲をはじめるにあたって、まず、運指を決めなければいけない。支障なく軽やかに演奏す

るためには、運指に対する考え方を明確にしなければいけないからである。 

◼ スラーについて、雑音を生じさせないために、指を叩きつけることでなく、弦により強い圧力をか

けることによって解決させるべきである。これは、指の動きの早さでなく、関節の固定化を用いて

指の筋肉全体でつくることが大切である。圧力をかけるとき（弦を叩くときでなく）、４指は手の

付け根、そして腕と共同して働かなければいけない。そのことで、スラーはよりクリアーになるは

ずである。 

◼ 最後の部分について、◇で書かれた音階は、その音程が実音よりわずかに低い音を示しているとい

うことである。最初の音は、レ＃に近いが、次の音は、レ♮には聞こえない。最後の音は、ド＃に

非常に近い。この二重音がはっきり聞こえるように、ディミヌエンドで曲を終えるべきである。作

曲者自身がくれた直筆譜を上げておく（下）。今述べたことがわかるだろう。（ということですが、

意味はわかりますが、高度過ぎて・・・・・・） 

                             ここのことです 

 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」： 12 の練習曲プロジェクト。前回、最終版ということでしたが、

今回はさっそくそのパート 2 が始まりました。Lesson１として「毎日のウォーミングアップ」で、音階

（スケール）、和音、分散和音（アルペジオ）などの基本を掲載しています。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：今回は、季節柄でしょう「ジングルベル」です。この曲をボ

サノバ風にアレンジしています。来月は 12 月、持ち曲として使えるかも・・・・ 

◼ 「シンプル・アレンジ講座 第 4 回：竹内永和」編曲楽譜でお世話になっている竹内氏のアレンジ講座

で、今回はロシア民謡の「黒い瞳」を取り上げています。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 25 回も、前回に続きセーハについての解説です。特に、半セーハにつ

いて解説します。 

◼ 「特別寄稿 小原安正の軌跡 没後 20 周年：藤瀬茂」日本のクラシックギター界の礎を築いた小原安

正氏の貢献について語られます。早稲田のマンドリンクラブでギターを知り、その中で「岩山のなかで

ダイヤモンドを掘り当てたように、ギターは私にとって素晴らしい出会いであった」と回想します。そ

の後、日本初のギター雑誌「ギタルラ」を創刊。ただ、レコードももちろん CD もない時代で、ただひ

たすら演奏旅行をすることでギターを広めていったそうです。日本初のギターコンクールを昭和 24 年

に開催。課題曲は「ソルのグランドソナタ OP22」だったそうで、後にそのコンクールは「東京国際ギ

ターコンクール」になっていきます。 

◼ 「来日特別インタヴュー：キム・ヒーホン」韓国のギター製作家キム・ヒーホン氏へのインビュー記事

です。「トーレスギターは、バランスもいいしきれい。一番いい設計だと思う」と語られます。 

 

その他、「海外レポート」等もあります。第 24 号のメインは、そんなところでしょうか。 

  



また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 

 


